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　　　　ソ連の北東部に発達するカーニアンの堆積物とその下部界面について誓

1．1．Tuchkov

小　西　善　治訳

　カーニアン期の堆積物は，乖東部アジアに広域にわたって発達している。、この階の海成堆積

物の西部部分限界は，Verhoyansk山脈，Nordvik　Hatangsk’‘東部Taimuir，Chukoto半

島の西部および東部Penzin川の領域を含む一地域である。

　当地域で，カーニアンの分布を最初に記載した地質家は，，P・V・Wittenburg註1）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　、Tollem，BungeがDulgol川（Verhoyan市の上流50km，Yan川の左岸）で採取した古生

物学的データを基にして，WittenburgはVerhoyan市の郊外には，上部三畳系の2階が発達

している という結論に達した。カーニアンはHalobiαfallaxKittl，ノリアンはPseudomonotis

o“hotica　Keysで代表きれる。

　ほとんど同時代に，Diener註2）はBaykt川でTollemが採取した動物群中に，カーニァ

ン産の化石を多数発見した。

　1917年には，Kazanskiiはオホ1一ツク海沿岸一オホーツクー一ヤムスク間一で，上部三畳

系を確認した。Borisyakはこの地域で採取きれた化石によつて，ノリアンおよびカーニアン

と決定した。

　その後Bayarunas31恥pariso鴨1まObruchevが古い協同研究者と一緒に採取きれた豊富な

収集物で，カーニアンのPelecypodaと菊石とを多数明らかにした。

　極東地域の多数の地質家は，1933年からソ連北東地域の広大な全地域にわたつて，組織的

に，かっ計画的に調査を行ない，上部三畳系一そのなかにカーニァンを含む一が広域に分

布していることを確認した。

　カーニアンは，中部三畳系に整合に重なり，中部三畳系，ラディニアンからカーニアンヘ，

しばしば除々に移行する、

臨

堆積物の特性
　模式的動物郡を豊産するカーニアンの層序が最も完全にみられる地域は，Yano－Kolymsk地

向斜帯内である。

　Kolym川上流，および隣接地域のYan川流域では，本堆積物は2層に分かたれる。

　カーニアンの下部層は・ほとんど粘土質およぴ砂質・粘土質頁岩からなり・細粒砂岩のき

．わめて薄い層を有し，ときには傾斜不整合をなす粘土質，Polymict状砂岩が挾在している。

きらにその上部では，砂質物質の含有量が遂次増大し，局部的には，粘土質砂岩および砂質頁

岩が卓越している・岩石は著しく黄鎌鉱化作用をこうむつている？黄鉄鉱は不規則形態の団塊

を形成し，［微細結晶を含んでいる。黄鉄鉱塊は分解して水酸化鉄に移行し，岩石中に点紋状に

鉱染し，赤褐色に岩石を汚染していることがある。ときにはきまぎまな大きさの球状または楕

菅H。1！1、Ty【IKoB：OTJlo》KeHH牙KapHH負cKoro豆pyca　ceBepo－BocToKa　CCCP　H　Kx　HmKHH兄

　rpaHH双a，H3BecTH兄AKaJIeMHH　HayK　CCCP，Cep叩Feo，πor四ecKa只，No・10，1958

註1）Wittenburg，P．V，＝Uber　Trias－fossilien　von　Flusse　Dulgolach。1910～1911

註2）　Diener，C．＝Uber　triasische　Cephalopoden，Gastropoden　und　Brachiopoden　von　der　Insel　Kotelny．

　　Mem．de　r　Acad，，d．Sc．de　Russie，ser．8，Vo1。21，No・5，1914
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円状形態の固い結核に出会し， そのなかには保存の良好な動物群が含まれている．この種の結

核体は，粘土質，珪質素材からなるが，炭酸塩質石灰を含み，ときには鉄質を示し，そのため

にその内に包有きれている動物遺骸は黄鉄鉱化作用をこうむつている。1

　下位層準から産出する化石は次のようである。

　Clionites　aff，spinosa　Mojsisovics，CL　aff．compressus　Hyatt　and　Smith，C1．cf．

spihiger　Popow，Sirenites　senticosus　Dittmar，S．aff。vestalinae　Mols。，S．hayesi　Smith，

S。　jakutensis　Kiparisov4，　S。　irregularis　Kipar。，　S。　bilibini　Kipar，，　S．　kalugi箪i　KipaL，

Acanthi耳ites　cf．calypso　Mojs，，Mojsvaroceras　cf．tumeri　Hyatt　and　Smith，Arcestes

（Proarcestes）cf．gaytani　Klipstein，Halobia　superba　Mojs，，H．zitteli　Lindstrom，宜．

obruchevi　Kipar．，H．cardillerana　Slhith，Lima　subpunctata　d／Orbigny，Pe¢ten　aff．

subaltemi　costatus　Bittner，Nucula　strigillata　Goldfus，Palaeoneilo　lunaris　B6hm．

　カーニアン階の上部層準は，砂質・粘土質頁岩で代表きれ，白鉄鉱・黄鉄鉱が局部的に集積

している。この層準からは，斧石類を豊産し，そのなかには，Rhynchonella　aff．sumrimkien－

sis　Krumbek，Pecten　sibhiemalis　Kipar，，Oxytoma血ojsisovicsi　Teller，Ha！obia　zitteli

Lindst・，H・kolymensls　KipaL・Cαrdinia　ovula　Kittl・Myophoria　solitすria　Bittn・に出会

する。この種の動物群は，きわめてまれに産出するMonotis　scutiformis　var。typica　Kipar・l

M．daonellaeformis（Kipar．），Palaeoneilo　lunaris　B5hni．のような動物群を伴なうげ

　Kolym川上流のカーニアンの最大総厚は，900～1，100～1，500mまであるが，ときには，

背斜軸の翼部では，450～600mのものがみられる。

　．北西方，Indigirsk川の上流では，南東部から多数の化石で特色づけられる上部三畳系一カ

ーニアン階一帯が連続的に延びる。本層は砂岩・頁岩で代表きれ，Kdlym川上流にみられ
’
る
よ
う に，中部三畳系を整合に覆つている。本層の上部層序には，僅か石灰質を示すアルコー

ズ砂岩および硬砂岩が出現しているので区別される。総層厚は1，000～1，500mであるが，　1

2，000mを超えることはない。

　頭足類は，この地域では下部層序に卓越的に分布する．こ㌧では（Arcestes，Cli6nites・Si・

renites，Anasirenitesを豊産する黛カーニアンの上部層準では・とくに多様な動物群を産する

（Hal・bia，My・ph・fia，Leda，Nucula，Anad・nt・ph・raシCardinia，Pecten・M・scutif・rmi5〉・

　Kyuen川およびSuantar－Bryungadin川に挾まれている地域では，カーニアン階は若二F異な

る容魏を示す。この地域内では，厚層を形成する細粒砂岩が卓越し，その㌍には冬数の植物遺

骸を含む細礫岩のレンズおよび延長のきかない薄層を挾む淡灰色粗粒，細粒砂岩が認められ

る。

　Yano－Kolymsk地向斜地帯の北東縁部，Cherskの南西，北西支脈およびPolous山脈に

みられるカーニナンは，層序の発達が不完全であつて，しばしば動物群の産出がきわめて少な

いのが特色となつている。本層はその構成中に，石灰質岩石が増加し，暗灰色石灰岩の薄層お

．よびレシズが挾在して他層と区別きれる。

　Yan川流域のカーニアンの下部層準は，主として暗緑色粘土質・砂質粘土質頁岩一黄鉄鉱

化作用をこうむつている一からなつている。まれには，頁岩中に薄層を形成して挾在してい

る少量の細粒砂岩に出会することがある。多量の珪質・粘土質結核および生物源の汀青石灰岩

の薄層およびレンズは，ほとんど至る所で観察きれる。頁岩および結核中から採取きれた化石

は次のよぢである。’Sirenite菖hayesi　Sniith，S　aff。kohanyi　Mois．，S．aff．irregularis、

kipar．，Cli・nites（Daws・nites）canadensi5Whiteaves・Pinac・ceraschegif・rmeDiene「ダ

Arcestes（Proarcestes）cf．gaytani　Klipst．，A．（Proarcestes）verchojanicuS　Kipa士、，Daonella

aff．frami　Kittl，Halobia　cordillerana　Smith，H。austriaca　Mojs」，H，zitteli』Lindst，，H，

superbaM。」鼠，H．・brucheviKipar．，且k・lymensisKipar・，H・suessiM6iき1・Gryphaea

cf．arcuataeformis　Kipar。，G．cf．keilhaui　B6hm，Oxytoma，Pecten，Rkynchonel1＆sp。
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地質調査所月報（第10巻第9号）

　カーニアンの上部層準では，砂質物質の混在量が除々に増加し，中粒砂岩一一層まれに出

会する粘土質・砂質粘土質，ときには石灰質頁岩の薄層と互層をなしている一層では石灰質

岩石類が僅かとなる。砂岩中には砂質石灰岩の薄いレンズおよび薄層が挾在し，そのなかには

石英の細礫・黒色頁岩・碧玉状岩石類が散在している。上部層準からは次の化石を産する。

　Monotis　zitteli　Tell．，M．scutiformis　var．typica　Kipar．，Halobia　zitteli　Lindst，，H．

，c£。suessi　Mojs．，Pecten　cf。subhiemalis　KipaL，P．suzukii－Kobayashi，Oxytoma；nojsis－

ovicsi　Tel1．，Cardinia　cf．ovula　Kittl，　Spiriferina　sp．

　上述の化石の大部分（Spiriferina，Oxytoma，Pseudomonotis，Pecten）は，1層下部層準

から産する化石型（Halobia，Cardinia）とともに，Kolym地域にみられるように，カーニア

ンの上部層準にみられる。しかしこの種化石の大部分は，上部三畳系の上位階に多産する。カ

ーニアンの総層厚は600～1，800mである。

　オホーック海の北岸，オホーツク海地向斜地域の南部および南東地域の方向では，カーニア

ンは部分的にか，あるいは完全に消滅している。厚層の白聖紀の逆入岩によつて，海食から保

護きれ，露出しているカーニアンの｛r＆gment一地域的にはきわめて狭い範囲にみられる一

は，白鉄鉱および黄鉄鉱の結核を含む砂質・粘土質および粘土質頁岩で代表されるが，ときに

は層間礫岩・石灰岩層が挾在する砂岩に出会する。そのなかに含まれている普通にみられる二

枚貝は，カーニアンの上部にのみ多産する。こ＼では，カーニアンの最大層厚は600～700m

であるが，、個々の地域では250～300m，ときには100mに薄化する。このような層厚変化は，

カーニアンの不完全な層序に対応し，裏づけられる。例えばオホーック海沿岸の北部地域では

カーニアンは1古生代晩期のさまぎまな層準上に重なり，ときには全く欠失していることがあ

る。ベルホヤン山脈の全西斜面に発達するカーニアンは中部ジュラ系と海成下部三畳系との間

にみられる陸源性礫岩質・砂質堆積物で代表きれるようである。・

　中部Kolym’河流域地域，こ㌧ではカー芦アンは，厚層の粘土質・砂質堆積物で代表きれ，

その内には，放射線状構造を示す結核状の黄鉄鉱・白鉄鉱が多量に集積している。本層は，暗

灰色から黒色にわたる薄層状粘土質，および砂質・粘土質頁岩からなり，そのなかには，灰色・

1緑灰色偽層状Siltstoneおよび砂岩一石灰質岩石類がきわめて少ないのが特色となつている

一が挾在している。きらに厚き10～20mの頁岩，Silt5tone，砂岩の薄層の互層が観察きれ

る。1層粗粒の岩石変種，すなわち砂質粘土質岩石および砂質頁岩は軽度の絹雲母化作用をこ

うむり，主として上部に出会するが，頁岩質地層は下部にみられる。一般には，球状，楕円形

状結核を含む。総層厚は，300～500mから1，000～1・200mに及ぶ。

　この地域では，北東シベリヤに特産の頭足類（Halobia，Clionites，Sirenites，Tr＆chyceras）．

を含有するカーニアンの下位粘土質・頁岩質層準が分布していることが広く知られている。

　砂岩・粘土質頁岩薄層および殼灰層のレンズーMonotis　scutiformis　var・typica　Kipar・，

OxytomaときにはHalobiaを含有する一を挾む砂質頁岩からなる上位層準は，ザバィカル

およびウスリ・一州の対応層準と対比される。

　P　Kolymの東部地域

　カーニアンの下部層準には，本質的に頁岩状累層からなつている。すなわち（下部へ向かつ

て）砂質・粘土質頁岩の薄層からなり，．その間にSiltstQneと暗色石灰岩一ときには毬果

状石理のfringをもづていることがある一を挾在している。．層間粘土質岩石層の層厚は，数

cmから10mであるが，風化作用によつて不規則に著しく食刻きれ，』剥理が発達し，ときには

小角片状砕屑物となつて散在していることがある。頁岩の色調は暗灰色・黒色であるが，緑泥

石・炭質物質および水酸化鉄の含有量によつて，帯緑色または帯褐色を呈している。頁岩は著

しく黄鉄鉱化作用をこうむり，黄鉄鉱は，微細な結晶または円形状結核をなして存在する。・粘

土質頁岩層の上部には，緻密な暗灰色のSiltstoneの薄層が挟在しているが，その上部では，

一層均一となる。
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　上方に向かうにしたがつで，砂質物質の混在量が増大し，炭質・粘土質物質の蠕虫状（Vermi－

cular）集積を伴なう暗褐色砂質頁岩累層一ほとんど連続的に続いてひる一に移行している

のが認められる．本層はや㌧石灰質成分に富むが，所によつては凝灰質源である。頁岩は，帯

黒褐色細粒砂岩としばしば帯状に互層をなしている。剥理面の発達する頁岩は，ほとんどみら

れない。多くの場合偏平な小砕片に分解し，ときにはその末端部が錐状（taper）の角柱砕片に、

なつていることがある。頁岩の剥理面および層面には，雲母状鉱物が集積しているのが認めら

れ，全カーニアン岩石の特徴となつている。Balygychan河およびSug6i河流域の北方では，

この種頁岩は，しばしば細粒硬砂岩と凝灰源砂岩と互層をなしている．きらに北方の　Kolym

河の左岸では，粘土質，石灰質粘土質頁岩，砂質粘土質頁岩層中では，粘土質石灰岩が卓越

している。北東へ進めば，．カーニアン頁岩中における暗灰色泥灰質石灰岩のレンズがきわめて

少なくなつてくる。

　きわめて特徴的なのは，珪質，粘土質組成の硬質球状または楕円形状結核が常に存在し，頭

足類および斧足類をしばしば多量に含有する炭酸塩を伴なうごとである。動物群は次のようで

ある。

　Sirenites　aff。hayesi　Smith，S，cf．striatofalcatus　Hauer，Halobia　austriaca　Mojs。，H．

superba　Mojs．var．timorensis　Krumb．，H．zitteli　Lindst，，H．cordillerana　Smith，Pala一・

eoneilo　lunaris　B6hm，Nucula　strigillata　Goldf，，Lilha　（Plagiostoma）cf．spitzbergensis

Lundgrenである。

　カーニアンの上位層準では，砂質頁岩は均質性および偽層性が少なくなり，1しばしば砂質石

灰岩のレンズと結核，石灰質砂岩薄層を伴なつてくる。この地層からは次の化石を多産する。

　Spiriferina　aff．pittensis　Smith，Omolonella　cf．onゴolgnensis　Mojs，，Terebratula　sp、，

Oxytoma　cf．molsisovicsi　TelL，Gryphaea　keilhaui　B6hm，Cardinia　ovula　Kitt1，Lima

（Plagiostoma）ussurriensis　Voronec，L　（Plagiostoma）cf。sub加nctata　d’Orb。，Pleuroph・

orus　suifun6nSis　Kipar，，Anodontophorαsp．ナHalobia　sp．，indet．

　Halobia　indigirensis　Popov，H．cf．kolymensis　Klpar，，Luma（Plagiostoma）ussuriensis

Vor．とMonotis　scutifofmis　Te11。を産する上部の黒色粘土質頁岩薄層の累層は，ソ連・ア

ジアのカーニアンの最上部地層に対応する。

　地向斜地帯の中央岩塊

　Indigirsk－Kolym’およびOmolon－Korkodon中央岩塊地域では，この堆積物はや＼異なる

性質を帯びている。Omolon－Korkodon岩塊地域では，カーニアンはその上部のみで代表きれ

る。小露頭はKorkodon川の下洗，Nyani川地域でみられる・層序の基盤は褐灰色・褐緑色

の石灰質砂岩からなり，その内にはRhynchonella　ex　gL　superba　Bittn・，Spiriferina　sp・，

Entolium　cf．obergi　Lmdg．，Pecten　cf．defomis　vaL　polaris　Wittenburg，Lima（Plagi－

ostoma）cf．spitzbergensis　Lundg．，Halobia　sp．，を含有するSilt質頁岩が挾在している。

　上部はPolymict砂岩・緑灰色石灰質砕屑物の互層からなつている。層厚O。1～α』2mのこ

の種薄層は，軽度の珪化作用を受け，微細な節理の発達する砂質粘土質岩石・粘板岩からなり，

渥青が浸み込んでいる。この層準やその上部では，しばしば淡灰色細粒石灰質Siltstone層お

よび軽度に分解せる砂質頁岩層が挾在している．砂岩中では層間礫岩がみられるが，粘土質頁

岩中では黄鉄鉱の小集積，’未決定の植物遺骸および輝炭層に出会する。その上部からは多様な

動物群を産する。代表的な動物群はMonotis　scutifomis　var。kolymica　KipaL，Oxytoma

zitteli　Tell．，0．mojsisovicsi　TelL，0．czekanowskii　TelL，Halobia　obruchewi　Kipar。，．

H．cf．fallax　Mojs．，Pecten　c£1aevigatus　Schlotheim，Gryphaea　arcuataeformis　Kipar。，

Zeilleria　kolymensis　Moisseevである。

　層厚は数10菰から60～70mであつて，100mを超えることはない。本層（カーニアン

階）は二畳系に直接している。
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　Indigirsk－Kolym地塊では，三畳系は僅かの地域が侵食からまのがれている。したがつて，

この地域では，下部・中部三畳系は完全に欠失してい多。Zyryan川の上流地域では，　ラディ聖

ニアン階はさまざまな古生代累層に不整合に重なつてし、・る。多くの場合三畳系の層序は層位学

的にみて完全なカーニアン階で始まつているといえよう．しかしときにはカーニアンを欠失し，

そのために古生代系はノリアン階に直接していることもある。この地域ではOmolon－Korko・

don岩塊地域のように，上部三畳系の模式的層序（完全な）を期待することが難しい。ほと　』

んど完全なカーニアン階層序を記しているNikolaev，の新データによると，層厚20～50mの

凝灰源礫岩を挾む凝灰岩・凝灰質砂岩およびパン状礫岩を含む層間石灰質頁岩薄層脅伴なう石

灰質凝灰岩・石灰岩以外は，カー土アンの下部層準に入れるべきである。後者からはSireni・

tes　ex　gr．striatofalcatus　Hauer，Discophyllites　ex　gr。ebneri　Mojs，，Cosmonautilus　spり

Scurria6x　gr．depressa　Koken，Halobia　zitteli［Li磁st．．H。suessi　Mojs．を含む。この種

化石以外に，一層上位地層かち産出するものはMonotB　sp，nov．，Oxytoma　aff．mojsisovicsi

Tel1．，Gardinia　Cf．ovula　Kittl，Rhynch・nella　sp．，であつて，多数集積して殻灰層を形成し

’ていることがある。

　Halobia zitteli　Lindst．，Monotis　scutiformis　var．typica　Kipa乾，，M，．daqnellaeformis

Ki如r．を含む上位の暗灰色石灰質，粘土質頁岩および粘土質石灰岩は，カーニアンの上位の

層準に対応している。こ＼では，カーニアンの総層厚は200～350mである。

　Nobosibirsk群島のKotely島に発達するカーニアン階の下位層準は，暗色石灰質・粘土質

頁岩からなり，多数の結核・黄鉄鉱作用を著しくこうむっている渥青色泥灰質石灰岩を伴ない，

そのなかにはDaonella　frami　Kittl，Halobia　zitteli　Lindst．，Rhynchonella　wollossowitschi・

Dien。』Nathorstites　cf．1e早ticularis　WhltらPlacites　cf，01dhami　MojsりArcestes（Proarce・

stes）cf．gaytani　Klipst．，Chonites　sp。を産する。この地域ではきらに上位の層準について

は明らかにきれていない。

動　物　群　の　解　析

　ソ連兆東部のカーニアン階を詳しく調査し・その結果を東部アルプス・とくに北米・インド

ネシアおよびその他の国々の堆積物と対比すると，この種の生成物の層位学的位置について，

まず第一にガーニアン階の下部限界の問題について，ある種の疑問が起きる。あるソ連および

外国の地質学者の間では，北極海盆地域のNathorstites層は，カーニアン階の最下部，Dawso・

nites帯に入れるべきであるという考え方が存在する。Dawsonite9帯は充分な根拠なくして東

部アルゲ粛のTrachycerasanoides帯と対比きれている。したがつて上部・申部三畳系の各境

界自体が下つている。

　しかし層位学的および古生物学的データが示しているように，Nathorstites層は中部三畳系

上部階，ラディニアンに入れるべきである。

　Nathorstites層の生成年代の再検討を最初に企てた地質学者はPopovである。Pop帥は下

部をラディ・ニアンに，上部をカーニアンに入れている。はるかにおくれて，同一立場に立つて

三畳系の分類を行なつている地質学者はMcLeam註3）とSpath註4）である・

　Nathorstites層の生成年代について，きらに詳しく検討しよう。Smith註5〉はBritish　Colum－

bia・アラスカ‡極海の三畳系中で出会するNathorstitesはすべてDawsonites帯に属する5

しかし蔦の帯の層序的位置にっいては明らかでないが，條件的にカーニアンの下部層とみなす

ことができる。 この場合・Whiteavesカ1この帯に入れているあらゆる化石種が，1層準から産

註3）McLearn　F．H。：The　triassic　Nathorstites　fauna　in　northeastem　Br玉tish　Co1umbia．Geo1，Surv．

　　Canada．Pap．47－24，1947　　　　　　　　　　　　　　／－

註4）Sp参th　L．R：Catalogue　of　the　fossil　Cephalopoda　in　the　British　Museum，p．5．London，1951

註5）smith　J・P．：upPer　Triassic　marine　invertebrate　faunas　of　North　America．u。s．GeoL　surv．

　　Prof，pap．141，ユ927
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出したものであるかが知られていない．そこでWhiteavesの文献註6）をみてみると，その記

載には北アメリカの中部三畳系上部階の標準化石型DaoneIladubia　GabbがLierd川産の

Nathorstitesとともに発見きれたことが報告き紅ている・きらにおくれて発表きれたMcLe－

arn註7）の報告では，Nathorstitesと共産してカーニアンの化石が1つとして発見きれないこと

を述べている。反対にBritish　ColumbiaのLierd、川に発達するLierd層群のNathorstites

層中にラディニァンのDaonellaを産する記載がある。この累層はToad層群に中断せずに

直接かきなり，その上部には恥yrichites－Gymnotoceras（アニシアン）を含んでいることを

考慮に入れるべきである。したがつてMcLeamが最近の論文中でNa書horstites層（Lierd層

群）をラディニアン・カーニアンー対比様式によれば全Lierd層群をラディニアンに入れら

れる一に含めているのはなんら驚くべき 乙とではない。

　Stolley註8）はShchpitsbergen島のNathorstites層を2層準・すなわちNathorstites　tenuis

とNathorstites　gibbosusを含む下部層と：Nathorstites　lindstromiを含む上部層とに分けてい

る。その後この種のNathorstites層の分類はFreboldが支持している。しかしFrebold註9）

は・Shchpitsbergenの他の地域産の動物群について詳細な記載を行ない，OrvinがNathorsti・

tes　LenticularisをPtychites（アニシアンの菊石）層で発見したことを指摘している。本層の

層厚は3mである。Freboldはラデ≧ニアンの存在自体を否定し，上部をカーニアン・下部

をアニシアンとみなきれるような模式的な地層を発見していない。したがつてこの場合には，

Nathorstites層をラディニアンに入れるのが，ラディニアンがShchpitsbergen島で見掛上欠

失しているために起る不便と諸制約とを除くために一層合理的であるようであるQ　l

　Bear島ではUrds　Berg頁岩層準のNathorstites層下部では，Dawsonites　canadensis

（Whit．），Nathorstites　lenticularis（Whit・）N・tenuis　Stolleyが発皐きれ・Dawsoniles帯

9㌍が確認されている・Nath・rstiteslindsピr・miB6hm・N・m・」sva「iB6hm，を含祉部

層準（My6phoria　Sandstein）も確認されている・しかし本層準には・、少量であるが・Daw多o－

nites　canadensis，Nath・rstites　lenticulαris（Whit。）を産出する。きわめて興味があ多こ、とは・

Bear島に発達するNざthorstites層の生成年代（カーニアン前期）がLierd層群の生成年代ど

類似して6ることが確認されているこξである。し力玉しNathorstites層のカーニアン前期生・

成説に対する疑問は除かれていない。北東部アジアに目を転ずるならば，この地域では，アニ

シァン堆積物はラディニアンの特異な菊石類とDa・nellaと殆碩韻Siltst・n6層轍覆

して』いる。ラディニアンは主としてSir6nites，S。sentic6su5Dittm・多数のHalobiaを含む

カ＿ニアンの頁岩質堆橿物に交わつている。地層層序におけるNathorstites層は，普通層間

駅してラディニアンー・炉ニアン層として分類されている（レかし碓物学練1調一程度

に裏付けられていない）。全Nathorstitesはカーニアン階の最下部に普通入れられている状態

でみるから，大多数のKolym』地質学者はDawsonites帯に対応するNathorstites層の傘立

性に関して，誤まった考え方を抱いている。　　　　　　　　　　　　　、

　さらにオホーツク・コリム地域では，N＆thorstitesどともに・それに近縁のヲディニアンの

菊石新種，Indigirites，Paraindigiritβs，一PopQvの記載によると一にしばし（ま出会する

ことが確認きれている1本層にはParapopanocefαsに近縁の菊石をしばしば産するが　複雑

な縫合線をもつているので，VoinovはAmphipopanocerasの新種に入れている・Popovは

すべての菊石類がアニシアン産のParapopanoceras種から発生したことを指摘レている。こ

の種菊石類は北極海域および北米にのみ生凄し・ウスリー州にも・日本にも・またアルプス・，

註6）WhiteavesJ．F．＝Thef・ssils・f†heTriassicR・cks・fBritischC・1umb三a・Ge・LandNatu「・Histo「y

　　Surv．Canada。Contr．，Canad．　Palaeont。，v。1，1889
註7）McLeamF．1H．＝C・rrelati・n。fthe士riassicf・rmat三・n・fCanada・BuしLGe・LS・c・A皿er・・v・64♪

　　、No，10，1953
註8）St。11eyE．＝ZurKemtnlsd。arktisc五enTriass・Neue」ahrb・f・Min・etc・Bd・1・Stuttgart・1911

註9）Freb。1dH．＝Untersuchungenuberdi6FaunaldieStratigraphieundP段1a・ge・9τaphiederTrias
　　Spitzbergens，Skrift・mSvall，N・・26・Os」・・1929
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ヒマラヤ地向斜地帯でも知られていない。この種は進化しラディニアン時代に新要素種Am－

phipop由oce士as－Paraindigirites－lndigirites－Nathorstitesが発生し，その分布範囲と限界β

とはParapopanocerasのそれと一致している。堆積物中では，この種の菊石類とともに，ラ

ディニアンのDaone11aおよびHalobiaの新種Halobia－vixaurita　Kitt1と近縁であつて

アルプスのラディニアン階の特性種である一を産する。累層の最上部はSpiriferina一ニュ

一ジィランドのラディニアンから産するSpiriferina　kaihikuana　Trechmanに近縁種一を

，含む砂岩，Siltstone層からなつている。

　とりあげられたこれらの問題は，きわめて本質的な細部に留意していない。ある種のNatho・

rstitesは北東部アジアのラディニアン産の新菊石種に（多くの指標について）きわめて近いか

ら，個々のNathorstitesの同定と，それの根拠となる年代決定の誤差とをまつたく保証できな

い。このことを朋らかにするために，Popovの著作から2，3の例を引用しよう。例えば内湾

曲部が著しく脹れていることと，縫合線の一般特性とからみれば，Indigirites　Krugi　Popov・

のようなラディニアン種はNathorstites　lenticularis　Whit．一本質的な区別がない場合には

一に近縁である。

　Popovの記載している殼型および飾り型によれば，Indigirites　tzaregradskii　Popovは，

Nathorstites　moiβvari　var。apPlanata　B6hmを想起きす。一一般的習性および殻の大ききによ

れば，Paraindigirites　vaskowskiiは湾曲部断面が一層薄いことと，内湾曲部の丸昧が比較的L

劣る．ことで区別きれるNathorstites　mcconelli（Whit。）およびN　lenticularis（Whit。）を

想起さす。

　縫合線にみられる非本質的な変化と湾曲部の厚みだけでは，Popovによれば近縁種であつて

も，スピッツベルゲン産のNathors口t6s　tenuis　Stolleyとインディギィル産Paraindigirites

PlanusPopovと同定でぎない。N．tenuisはP．planusに入れるべきであろう。　この種例

は増大するであろう。

　上述のNathorstitesによれば，British　Columbia，アラスカ，スピッツベルゲン島孤のい

わゆるDa歯sonites帯に入れられる北方地域の三畳紀Nathorstites層の生成年代の問題を再

検討することが必要である。このことはKotlyn島で模式的カーニアン層とともに，Nathor・

stites　cf．lenticularis（Whit．）が発見きれていることと矛盾するようである。しかしNathor・

stitesはRechetrik川の右岸から産出するが，他の形態はすべてBalykta川の各地域にみら

れる。したがつてこの場合にはNathorstitesの成長に関する明白な指標が求められない。こ

の事実はNathorstites層をラディニアン階に入れるのが正しいことをさらに裏づけている。

きらにまた上述の古生物学的・層位学的データはNathorstites層がカーニアン前期の独立帯

に区分されないことを物語つている。

　総括すると次の結論に到達する。すなわちきわめて局地的に分布している化石種を含むラデ

ィニァンはNathorstit¢s　Paraindigi逸es，D即nellaおよび特異なSpiriferinaを含む地層で終

つている。この事実からNathorstites，とくにDawsonitesの分布は，ラディニアン階にのみ

限られているという結論がでてこない。Nathorstitesは，カーニアン中に出会（Dawsonites

は明確に上部でみられる）する。

　ラディニアン統に直接（連続的）するカーニアン統の下部境界面は，模式的カーニアン化石

種，H：alobia，Clionites，1とくにSirenites（S．senticosus群中の）が多数出現する地層の基

盤におく必要がある。　三畳紀の中期・後期の境の時代には造構造運動が活発化し，カーニア

ンおよびノリアン時代に広域にわたり，激烈な海進が起つた。この海進期には，北極海水と

太平洋海の海水とは自由に連絡し，・さまぎまな地域の動物群の混腰が起つた。局地種の和di・

墓irites，Paraindigirites，NathorstitesおよびDawsonitesは消滅し，地中海種およびヒマラ

ヤ種のProarcestes，Protrachyceras，Di耳cophyllites，Clionites，Sirenites，Anasirenites，

Pinacoceras，Placites，Sagehites，Acanthinitesは広域に移動分布している。
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　　　　このようにして三畳紀中期の終りに発生した造構造様式の変化は，カーニアン階の広域海進

　　『とそれと関連して動物群の革新が起つたので，ラディニアンの上部限界とカーニアンの下部限

　　界との間題を正しく解決することが確信できる。北東部アジアに発達するカーニアンは2動物

　　群層準に分けられる。

　　　下部層準は大きな厚さ（500～1，300m）をもち，そのなかには多様な動物群一海百合類か

　　　ら頭足類にわたる一を含む。海百合類中には，北米のカーニアン階に産出するIsocrinus

　　califomicus　Clarkに近いIsocrinusが含まれている。

　　　頭足類中のRhynchonella　wollossowitschiDienと，Rh．ex　gr．teobaldiaha　Stell．が属

　　　している。前者はヒマラヤのカーニアン階下部帯のRhynchonell＆trinodosαBittn．の最近縁

　　種である。後者の近縁種はTimorのラディニアンから産出することが知られている。

　　　斧足類中には次の種が分布している。

　　　Palaeoneilo，Nucula，Trigonodus，Cardinia，Anodontophora，Myophoria，Myophoriopsis，

　　Gonodon，Daonella，Halobia，一層出現頗度は劣るがPecten，Gryphaea。である。年代決

　　定に卓越して意味をもつ化石種は次のようである。日本南支那およびとくにアルプスのヵ一・

　　　ニアン階下部帯で出会するNucula　strigillata　Goldf．，アルプスのヵ一三ック下部帯で知ら

　　　れているTrigonodus　serianus　Parona，またアルフoスのカーニック下部帯の示準動物群の

、　　Anodontophora　letticaΩuenstedt，Myophoria　laevigata　Ziet，　アルプスおよびヒマラヤに

　　分布する下部カーニアン中で普通にみられる　MyophorioP§is（Pseudocorbula）gregaria

　　Phillips，Gonodon　mellingi（Hauer），地中海，南支那，日本および北米カーニックに固有の

　　動物群のDaonella　frami　KittL　Halobia　austriaca　Mojs・・H・amoena　Mojs・・H・c坤rlyana

　　Mojs．，H』cassiana（Mojs，）l　H．10mmeli　Wissman，H．suessi　Mojs。，H。zitteli　Lindst、，

　　　Hr　superba　MojsりH・brooksi　Smith4｛・gi琴antea　SmithおよびHalobiaその他の種で

　　　ある．後者はカーニアン階下部帯ばかりでなく・上部層中でも牽出する。多様性がはるかに劣

　　　る頭足類は，2種の地方型を代表するWortheniガと亘edaiellaである。

　　　　アメリカ，ヒマラヤ，地中海地区の動物群要素の著しい影響は，カーニアックに示準的な

　　　Discophyllites　cf．ebneri　Mojs．，一チモールおよびヒマラヤのカーニアン階下部層中で知ら

　　　れている一の実在に反喚している。Trachyceras（Protfachyceras）lecontei　Hyatt，Smith

　　　は，カーニックのさまぎまな層準で出会するが，Trachyceras　aonoides帯から産出するTra・

　　　chyceras　attila　Mojs・に著しく相似している・北東ア㌢アのClionites（Dawsonites）cana・

　　　densis　Whit．および他種Clionitesは，主として下部カーニックに含まれている。

　　　　下部層準の菊石類中できわめて広域に分布しているSirenites種には12種がある。Sirenites

　　　hayesi　Smith，S．irregularis　KipaL，S．senticosus　Dittm．，S．obrucevi　Bojaranus，S。aff．

　　　vestalinae　M・js・およびその他のSirenites（Sirenites　sentic・su8Dittm・，群に属する）

　　　Sirenites　striatofalcatus　Hauer，S，veもtalinae　Mojs．

　　　　Sirenitesの代表種は主としてカーニック中に分布している。ソ連の北東部地域のカ’一ニァン

　　　階に発達している生物種は，カーニック下部帯，東部アルプスのTrachyceras　aonoides帯に

　　　特徴的である。

　　　　Pinacoceras　regiforme　Dienは，カ’一ニアン階のアノレプス型P・rex　Mojs・と最も相似性

　　　を示し，ヒマラヤおよび東部アルプスのカーニック下帯中で出会する。Monophyllites　simoni

　　　（Hauer）も東部アルプスおよびヒマラヤ下部カーニアン下部に特有である・珍しい型のPla・

　　　citesは・上部ラディニアンから産するf、01dhami　Mojs・と近縁性を訴す種で代表される・「

　　　　オホハツク・コリム縁辺地域の下部カーニアンの上述菊石類以外には，上部カーニァンに一

　　　層特有のMojsvaroceras，Acanthinites・An孝sirenitesに・ときには出会することがある・

　　　　このように下部層準産の動物群の概観が示すように，卓越的な動物群型，とくに菊石類は，

　　　アルプス型三畳系のTrachyceras　a・n・ides帯をこ確かに対応する地層がカーニアン後期である

』
9
9 一（835）
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ことを物語つている。

　上部力’一ニアンは比較的薄く（200～700m），下部層に比較して層厚が薄いこと，動物群の、

多様性であるζと，地域種が広域分布していること，頭足類の産出がきわめて少ないこどが特

徴であるg斧石類の比重！ま，この層準では他の動物群に対して著しく増大する。頭足類は第2

位を占め，’残余の動物群がこれに続いている。－

　海百合類は北米のカ・一ニアンから産出するIs．califomicus　Clarkと著しく相似性を示す

Isocrinus型で代表される。上部層準の頭足類中で，Rhynchonellidae　Gray科には次のものが

属している。Omolonella　omolonensis　Moiss・（地方型）・チモr一ル・ア旭プスの三畳系の上

部カーニアン中で主として出会するRhyncho耳ella　cf。superba　Bittn，，チモールの下部カー・

ニアンから産出することが知られている動物群型に近縁のRhynchgnella　aff・sumrimkinensis

Krumb。である。r

　多様性が著しく劣るものは，Spiriferinidae　DavidsonとTerebratellid亀e　King科である。

前者は広域に分布する種Spiriferina　aff．pittensis　Smithであっ七，アラスカ，カリフオル

ニアの上部カーニアンおよび下部ノリアンに特徴的であるが，沿海州の上部カーニアンでも出

会す為・第2の科はZeilleria　kolymensis　Moiss・に属し・沿海州の上部カーニアンから産出

することが知られている。．

　下部層準と同種に主として属している上部層準の斧足類中では，新種Pleuromya，Oxyto・

ma，Pseudomonot玉s，Posidonia，Gryphaea，Ple耳rophorusが代表種である。

　上部層準に広域に発達するものはCardinia　ovula　KittlとC・indigirensis　Kittl．・である。

きわめてまれに産出するものは9アルプスのカーニアン上部帯ρ堆積物に固有なMaophoria

solitaria　Bittn．である。Tropites　subbullatus　Califomia帯から知られているPleuromya

humboldti　Gabb．は僅か分布してい1る。　　　－　　』

　上部層準のAviculidae中のOxytoma層にば4種，Oxytoma　mojsisovicsi　Te11，，0．

czekanowskii　TelL，Ox．omolonense　KipaL，Ox．zitteli　TelLが属する。・この属には極東

地区および日本（Halgbia－Tosapecten層）の上部カーニアン中で出会する。

　Monotis層には，上部層準でまれに出会する3種があ・る。Monotis　scutiformis　var，typica

Kipar。，．M。domellaeformis　KipaL，M．（Anaucella）ussuriensis　Vor。である。この種は

アジァ北東部地域のみでなく，ソ連極東地区に特有の種である。

　Tropites　subbulatus　Carifomia帯に固有のPosidonia　stella　Gabb。にはしばしば出会する。

H：alobiidae　Kitt1科はカーニアンの下部層準中でみられるものと，主として同種のHalobia

で代表きれる。上部層準で卓越的な種はHalobia　celtica　Mojs．，H．colymensis　Kipar．，H．

fallax　Mojs・，H・superbescens　Kitt叉，H・cordillerana　Smithである。この種のなかで圧倒

的多数は，北米および地中海めTropites　subbulat耳s帯上部カーニアン中で出会する。

　Pectinidae科は数種で代表きれ，そのなかで最も優勢なものはPecten（Eupecten）subhie－

malis．Kipar。，R（Eupecten）suzukii　Kob．とPecten（Entolium）kolymensis　Kiparであ

る。この種Pecten．は北東アジアの上部カーニアンおよびレーチヅクの動物群系統に特徴的で

ある。そのほかこの種Pectenは，極車の上部カーニァンおよび日本のHalobia－Tosapecten

から産することが知られている。

　粘板岩は上部力旨ニアンおよび下部ノ1リアン中で出会し，そこには化石礁が形成されてい

る。この種カーニアンからは多様な動物群を産し，その内にはGryphaea　arcuataefofmis　Ki－

par・，Gr・sculd　B6hm，Gr・keilhaui　B6hm，GL　sibirica　Vialの5種を含んでいる。

Kiparisovが記載している地方種を除けば・他の隼物種はベアー島，スピッツベルゲン，エレ

スメア島のカーニアンに特殊の種である。

　上部層準ではPleurophorus　sibiricus　KipaL，PL　sujfunensis　Kiparの2種で代表きれる

Pleurophorus属が広く分布している。この樫動物群は，極東の上部カーニアン中でも出会す

100一（836）．
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る。

　頭足類は種についても，また個体についても量的に少ない。被分類動物群系列では特徴的な

頭足類は少なく，ほとんど出会しない。他種動物群はSagenitesとある種のNautiloideaと

でしばしば代表きれる。前者の代表的なものにはSagenites　reticulata　Mojs．群が属する。こ

の化石種は，チモール，ヒマラヤのTropites　subbulatus帯の上部カーニアンから産出し，

，アルプス地区の下部ノリアンでも知られている。菊石類の他の種には，Tropites　subbulatus

Carifomia帯に固有のMojsvaroceras　cf．tumeri　Hyatt，Smithの示準化石およびAnasire・

nitesの示準化石が発見きれている。

　このように，上述の動物群に基づくとともに，また新種，新属の動物群系統における出現状

態一下部ノリアン中で発見され，そこで優勢な地位を占めている一によれば，問題の層

準の堆積物の生成年代は，カ・一ニアン後期と決定きれる。後者の下部境界面はS，senticosus

Ditt卑グループのSirenites属の菊石類が寒全に消滅していることで確認きれる。上部境界

面は模式的なカーニアン階のHalobiaの消滅によつて決められる。多くの場合Halqbiaは

Monotis　scutiformis　var．typica　Kiparからなる殻灰層の下部面にみられる。

　しかしソ連北東地域のカーニアン層序のこの種層準に関しては，古生物学的データによる裏

付けが若干不足していることを指摘しておくことが必要である。この層準の下部層および上部

層一生成年代について議論の余地のない　　を対比するとともに，ヅ方では生艮動物群型が

時間的に遂次交代，変遷する状態によれば，上部層準の独立性とその生成年代がカーニアン後

期にあたることには，疑問が起らない。しかしこの層準が東部アルプスに発達する三畳系Ho一　　、

llstatt層のTropites　subbulatus帯に対応するものであるかは，現在のところ明らかでない。

これは極東地域では，最終帰結を下すのには，古生物的データがや＼少ないからである。しか

し量的にみれば，東部アルプスのカーニアンの上述帯に近似しているにすぎない状態にある。

　以上述べたことから次の点が明らかである。北東部アジアに発達するカーニアンにはアルプ

ネ地匿およびヒマラヤ地区の動物群要素の影響が著しく感じられる。ある種のカーニアン階斧

足類一そのなかで最も標式的なHalobia，Clionites，Sirenites，Anasirenitもs・Trachyceras・

Analcites，Placites，Arcestes，Pinacoceras　が広域に分布しているのをみれば，動物群が

広域に連絡し，相互に移動したことが考えられる。

　この種動物群と他の国々および地域におけるカーニナン階動物群（第5表省略）を対比すれ

ば，動物群の移動通路およびその生縷盆地と他の地向斜地域との可能な連絡経路を明らかにす

る手助けとなる。

　頭足類を詳しく対比すれば，一方では，極地域および亜極地域にその足跡を残しているカー

ニアン海とカーニァン盆地の連絡，他方では地中海地向斜海盆地区との連絡を明らかに確認さ

れる。

　この連絡路は，ソ連で出会す、る生物群で広く代表される白一ロッパの地中海地向斜海盆（テ

チス海）の西部と，北米の西岸に沿い，さらに中央アメリカおよび大西洋を経て実現したよう

である。

　Halobia，Trachy6eras，qionites，Sirenites属の代表種およびアルプス型三畳系の他種生物

群がカーニアンから豊産されること。この種動物群とアルプス型動物群と測り知られない大き

な連絡をもつていること，ヒマラヤ地区ではこの種生物群の発達が貧弱なことに留意すれば，

上述の結論の確かなことは，まつたく明らかであろう。

　極海盆地から地中海地区への通路は，ヨーロッパ大陸，シベリヤの大部分および北米の多く

の地域一大西洋に面する一に及び大規模な乾陸で覆われていた。テチス海の東部との連絡

は難しく，日本を経て，南はインド，オーストラリヤ群島ゴそこからヒマラヤ，パミルヘと連

絡していたことが確かに考えられる。

　北方地域から始まったカーニアン海進は，ウスリー地域に達し，次いでカーニアン海はカー

101一（837）
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ニアン階の晩期になつてザベイカル地域に侵入し，Halobia，Monotis　scutiformis　var．typica

Kiparを産出する堆積物が主として生成された。
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